
Ⅲ 大極殿後殿の調査 (132次 )

第 132次 の調査は平城宮の大極殿後殿 とそれにとりつ く回廊の発掘調査で、発

掘面積は 2,550ポ 、 調査期間は昭和56年 6月 22日 から 9月 29日 までである。

調査地は推定第 2次大極殿地域の北部にあたり、東西約 15m、 西北約 8m、 高

さ約 lmの 小土壇が残 り、後殿基壇の一部 と考えられていた。大正13年、内裏・

大極殿一帯の保存工事に際 し、東回廊の雨落溝が検出され、また、当研究所が陥

和30年 に行なった第 1次 の発掘調査で、回廊東南隅の規模・ 構造が明らかになっ

た。さらに、昭和53年 の第 113次 調査で大極殿の規模や下層遺構の存在が確認さ

れ、調査地北側及び東側の内裏地区も昭和29年 以来数次にわたる調査でほぼその

概要が判明 している。

今回の調査では、大極殿後殿 と回廊の規模 。構造が明 らかになるとともに、大

極殿下層の掘立柱建物 と同時期の掘立柱建物及び塀を検出 し、大極殿地区の歴史

的変遷を考察する上での重要な知見を得 ることができた。

遺 構

調査地の上層は、整備事業による盛上が最大 50cm程 あり、その下に旧耕土
。床

上が20～ 40 cmあ る。床上の下で奈良時代の遺構を検出した。調査地の地山は黄褐色粘

質土 (部分的に小礫 を含む)で 、 乙の地山の上を小礫混りの黄褐色ないし灰褐色

の上で整地 している。なお、神明野古墳周濠部では赤褐色粘上で濠を埋め立てて、

上記の整地を行な っている。整地下面で下層遺構、整地上面で上層遺構を検出 し

た。

検出 した主な遺構には、奈良時代以前の遺構 として前方後円墳 S X 0249(4申 明

野古墳 )、 奈良時代の下層遺構 として掘立柱建物 SB 10050、  その東西にとりつ

く掘立柱塀 SA 10048。 10049。 10051、 掘立柱建物 SB 10034、 奈良時代の上層

遺構 として基壇建物 SB 10000(大極殿後殿 )、 その東西にとりつ く回廊 S C 0102

・ 10010・ 10090・ 10100、 大極殿 SB9150と SB 10000を つなぐ軒廊 SC 9144、

奈良時代以降の遺構 として掘立柱建物 SB 10030・ 10009等 がある。
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1.奈 良時代以前の遺構

神明野古墳 SX 0249 神明野古墳 SX 0249に ついては、すでに第 3・ 6・ 12

・ 73・ 113の 5次 にわたる調査で概形が明かになっている。今回の調査では、前

方部及び西側周濠を検出 した。調査区中央北の断ち割 り部分では墳丘端部は地山

を斜めに削 り出 し、その上に硬 くつき固めた厚 さ約 40 cmの 小礫混 り赤褐色粘質土

をおき、さらに黄灰色粘土を葺石の裏込めとして いる。葺石は据の部分のみが残

っており、基礎に人頭大の石を一列に並べ、その上 に拳大の石を並べて いる。

周濠 は最も深いところで葺石裾から約 70 cmを はかるが、やや起伏があり、断面

は一様なU字形ではない。

発掘区東半は墳丘部にあたるが、奈良時代に地山面まで削平 されている。発掘

区西半は周濠部にあたる。周濠 の埋め立てに際 しては、墳丘の上を利用 したらし

く、大極殿後殿 SB 10000中 央部の断ち割 りでは、葺石が斜めに落ち込んだ状況

が検出された。

第73次 調査で、墳丘東側のくびれ部に造 り出

回の調査でその規模を確認するために東へ長 く

存工事の溝によって破壊されて確認できなかっ

のないことが判明 した。

2.奈良時代の下層遺構

しのあることが判明 している。今

トレンチを拡張 したが、大正の保

た。一方、墳丘西狽1に は造 り出し

掘立柱建物 SB 10050 桁行 10間 、 果間 2間 、 切妻造の東西棟掘立柱建物であ

る。 桁行柱間10尺 (た だ し両端間のみ12尺 )、 梁 行柱間10尺 である。SB 10050

検出面の上面には厚 さ 5 cm程の瓦片を含む 層 があ り、 その上 に大極殿 後殿 SB

10000の 基壇 を築成 している。 SB 10050の 北側柱列は 8B10000の 北雨落溝SD

10085と 重複 している。つまり、 SB 10050の 南北中軸線は SB 10000と 一致する

が、東西中軸線は若千北へずれている。

第 113次調査で検出 した大極殿下層の掘立柱建物 SB 9410と SB 10050と は、

H8m(40尺 )を 隔て、 8B9140の 東・ 西側柱列はそれぞれ SB 10050の 東 。西

妻柱列と柱筋がそろっている。
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掘立柱塀 SA 10048・ 10049・ 10051 SB 10050東 側では、 SB 10050の 北

側柱列にとりつ く掘立柱塀 SA 10049が ある。柱 間10尺 (SB 10050と りつき部

分のみ 8尺 )、 東へ 7間で南へ折れて SA 10048と なる。 SA 10048も 柱間 10尺で、

10間 分検出 したが発掘区の南へさらに続 いている。 SB 10050の 西側では、西へ続

掘立柱塀 SA 10051を 2間 分検出 した。おそらく東狽Jと 対称に釣の手に折 れ る塀

となるのであろう。

掘立柱建物 SB 10034 SB 10048南端で検出 した 2間 分の掘立柱列である。柱

間は 3mで 、南北棟の北妻 と考え られる。 この西端の柱位置 と第 113次で検出 し

た掘立柱建物 SB 9141の 北端の柱位置とは、 SB 9140の 南北中 軸線を軸として対

称の位置にある。 したが って、 SB 10034・ 9141は 桁行 5間 以上梁間 2間 の南北

棟建物 となる。 SB 10034の 棟通は SA 10048よ り lm西 へ寄 っており、埋上の状

況か らSB 10034の 方が新 しい。 東端の柱抜取 り穴か ら平城宮土器Ⅲの上師器杯

が出上 し、妻柱抜取 り穴には凝灰岩片が混入 している。

南北溝 SD 10040 大極殿後殿 SB 10000の 北雨落溝 SD 10085の東端 から北へ

のびる溝である。幅 50 cm。 深 さ20 cm、 断面半円形で SB 10000北側の整地上 (黄褐

色粘質土)下面において検出 した。 SC 10010基 壇内で これ に続 く溝はな く東か

ら西へ折れ曲 っていたと考え られる。 SD 10016ま たは SD 10085がその溝を踏襲

したのであろう。内裏地区では SD10040延 長上に溝はな く、 SA 10049と の前後

関係 も不明である。
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第 7図  大極殿院下層建物配置区 SB 9140の廂は南北二面については確悪し
たが東西については未確認である。
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3.奈良時代の上層遺構

大極殿後殿 SB 10000  基壇上部は削平が著 しく、土壇として残 っていた部分

も上半部は近世の盛上であった。 しかし、基壇北側の雨落溝 SD 10084・ 10085

。10086が ほぼ完全 に残 っていること、基壇南・ 東 。西側に基壇外装の地覆石抜

取痕跡 SD 10060。 10061・ 10070B。 10080・ 10081・ 10089が あることから、

基壇規模は東西 41.75m(140尺 )、 南北 13.7m(46尺 )と 判明 した。基壇の築成

は、整地上 の上に直接基壇 土を積み、掘込地業を行なっていない。基壇土は褐色

粘質土と礫 を含む砂質土 との互層で、版築状を呈するが比較的粗い仕事である。

基壇の外装 は、地覆石抜取 り痕跡に凝灰岩製束石・ 羽目石等の破片があった こと

から壇正積基壇 と推定 される。基壇南側の地覆石抜取 り痕跡 S D 10080・ 10070B

は、軒廊 SC 9144B(拡 幅後)の 地覆石抜取 り痕跡 SD 10072・ 10071と 一連なの

で、軒廊 と後殿の基壇外装は一体 と考え られ る。また、基壇南の東半部では、SD

10070Bの北 に40～ 50 cmの 幅で地覆石抜取 り痕跡 SD 10070 Aが残 り、これが当初

の軒廊 SC 9144 Aに連なっていることから、軒廊の改修に際 し、 SB 10000の 南

側の基壇外装 も改修 したと考えられる。

基壇中央部の南北ニケ所に礎石の根石が残る。 この間隔は東西 9m、 南北 9.5

mである。 したが って、 SB 10000は 桁行 9間、 果間 2間 、桁行柱 間 15尺 (た
だ し両端間のみ12尺 )、 梁行柱間16尺 の切妻造の建物に復原できる。梁行方向の

柱筋は大極殿 SB 9150と 一致する。基壇の出は正・ 背面が 2m(7尺 )、 側面が

1.6m(5尺 5寸 )と なる。

雨落溝 (SD 10084・ 10085・ 10086)は 基壇の北側のみにある。底石 と両側

石 とからなる凝灰岩切石で作 られている。整地上を削 り込んで幅約 12m、 断面

W字形の溝を掘 り、中央の浅い部分に底石をおき、両側の深い部分に側石 をおき、

凝灰石小片を裏込 めとして側石を固定 している。底石は幅 45 cm、 長さ60 cm、 厚 さ

9 cm。 側石はあまリー定 しないが、長さ80 cm前 後、幅は外側石 16 cm、 内側石 20c咀

厚 さは 25 cm前 後である。側石の上面は溝に向って斜めに削れており、 とくに内側

石で顕著である。溝の埋土は二層にわかれ る。下層は SB 10000が 存続中にその
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北側を整地 した時に落ち込んだ土 (灰褐色バラス)で 、上層は SB 10000廃 絶後

の基壇崩壊土で瓦片を多数含む。なお、SD 10086と SD 10085西 端の底石には径 6

cmの 盃状穴が数個づつある。

SB 10000の 北側 には中央 と東・ 西の 3ケ所に石階が設置されている。 石階位

置では、長さ 4mに わたって SD 10085の 内側石の幅が35 cmに 拡大 し、溝幅が 狭

くなる。 この 3ケ 所の石階位置は、軒廊 SC 9144 Aお よび大極殿 SB 9150の 東西

両石階の位置に一致する。中央石階附近から、石階に用いた三角形の凝灰岩製羽

目石が出上 した。 これを参考にす ると、基壇高 4尺 として石階は 3級 となり、基

壇に約 4尺入 り込む。また、石階部分の外側石の外側に、凝灰岩の粉が幅 10 cmに

わたって残 る。内側石の張 り出 し部分に凝灰岩板石をのせ、橋 としたのかもしれ

ない。なお、基壇南側に石階の痕跡はない。

SB 10000南 側には礫敷が敷設 されている。礫敷は上・ 下 2層 ある。上層の 礫

敷 (SX 9145 B)の 礫 は径 5～ 15 cm、 下層 (SX 9145 A)の は径 l cm前 後と小 さ

い。軒廊 SC 9144の 西側では SX 9145Bは 削平 されていた。 SX 9145B上 面には

一面 に瓦片が散乱 している。一方、 SB 10000北側には SX 9145 A・ Bに 対応す

る礫敷はない。

軒廊 SC 9144 大極殿 SB 9140と SB 10000と をつな ぐ軒廊には 2時期ある。

当初の SC 9144 Aは 東西幅 3.8m、 南北長 9.6m、 やや粗雑な版築で築成する。

SC 9144 Bは 、これを拡幅 し、幅 8.2mと なる。凝灰岩混 りの褐色粘質上で築成

するが、版築は行なわない。第 113次調査では、 SC 9144基 壇上に一対の礎石抜

取 り痕跡 を検出 しているが、今回の調査区内では検出できなかった。

大極殿院回廊 SC0102・ 10010・ 10090。 10100 SC 0102は 第 1次調査

および本調査で検出 した東回廊、 SC 10010は SB 10000の 東側の北回廊、S C10090

は西側の北回廊、 SC 10100は 西回廊である。回廊基壇両側の雨落溝によって、

基壇規模は幅 9.4m(31尺 )、長さは、SC 10010・ 10090が 40.2m(135尺 )、  SC

0102が 78.6m(264尺 )を はかる。基壇は整地上 と地山とを削 り出 し、その上に

盛上をほど こす。版築は行わない。基壇外装は雨落溝内側石を羽目石 とし、上に
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葛石をのせたと思われる。基壇上には礎石抜取 り穴が三列に並ぶ。抜取 り穴径は

1～ 2mで根石を残すものが多い。抜 き取った後、凝灰岩を混えた上で埋めてい

る。 SC0102の 発掘区東南隅の礎石抜取 り穴から平城宮土器Ⅳ～ Vの 上師器皿が

出上 し、廃絶時期を示唆する。抜取 り穴の間隔によって、桁行の柱間が 39m(13

尺)、 異行の柱間が 3m(10尺 )に復原できる。 したが って、基壇の出は 5尺 5

寸となる。中央柱列の抜取 り穴をつないで幅 50 cm前 後の溝 (SX 10007・ 10023・

10059)内 に凝灰岩粉末が残 る。 これを棟通 り柱列の地覆石抜取 り痕跡 とすると、

回廊 は棟通 りを壁 または連子窓 とす る複 廊 と考 え られ る。 SC10010上 の

西 か ら 4間 目には幅 lmの 地覆石痕跡があり、扉国が設けられていたと考え ら

れる。 SC 10010が SB 10000に とりつ く部分の南側 2個 の礎石抜取 り穴にそって、

コの字形の地覆石抜取 り痕跡 SD 10058が ある。 回廊の内側に階段があり、回廊

から直接大極殿後殿に昇ることができたらしい。

回廊の雨落溝 SD 10001・ 10016・ 10020・ 10021・ 10082・ 10083・ 10093・

10095も 凝灰岩切石製で、造 り。寸法は SB 10000の 雨落溝と同 じである。ただ し、

内側石はやや幅 。厚 さが大きく、幅は 25 cm、 厚 さは35 cmで 、回廊の羽目石を兼ね

る。 また、 S D 10083北 側では、側石裏込めに径 20～ 30 cmの 石をほぼ lm間 隔 に

置いている。凝灰岩は SD 10016・ 10021で は大半が抜取 られている。 抜取 りは

旧耕上下面から切 り込んでおり、比較的最近抜取 ったのであろう。

SC 0102・ 10010の 基壇内外には足場穴 SS 10006・ 10022・ 10039が ある。SS

10022は SC 10010の 棟柱のやや北寄 りと、 南北両側柱の内寄 りの三列に並ぶ。

桁行柱間は 4m前 後だが、後殿きわでは 3mと なる。異行柱間は北側では 1.8m、

南側では 2.4mで、桁行・ 果間とも柱間寸法にば らつきがある。S S 10039は SC

10010基壇か ら北 1.5mに 4間分が残 り、柱間は約 3mで ある。

東西溝 SX10018・ 10019。 10026  SB 10000お よび北回廊 SC 10010の 北

側には、幅 20 cm、 深さ10 cmの 5条 の東西溝が部分的に途切れなが ら蛇行 している。

このうち南の 4本 は、 2本づつ平行 して蛇行 し、その間隔は 1.5mで ある。
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4 奈良時代以降の遺構

掘立柱建物 SB 10030 発掘区南端、 SA 10048と かさなる位置で検出 した。

SB 10030は 桁行 5間 、 異間 2間、切妻造、南北棟の掘立柱建物である。柱間寸

法は桁行が 9尺、異間 8尺 。北で約 2度西へ振れている。柱抜取 り穴から凝灰岩

製基壇外装材および SB 9150・ SB 10000所 用 と同形式の瓦が出上 した。SD 10031

・ 10032・ 10033は SB 10030の 東・北・ 西をめぐる雨落溝で、埋上 に多数の瓦片

を含む。

掘立柱建物 SB 10009 SC 10010東 端基壇上にある東西棟の掘立柱建物である。

桁行 3間、異間 2間、柱間寸法は桁行 7尺、果行 7.5尺。北で約 5度東へ振れて

いる。柱掘形は一辺約 60 cmと 小さい。

掘立柱建物 SX 10017・ 10027 いずれ も仮設的な掘立柱建物と考えられる。

SX 10027は 桁行 4間 、果間 2間 、総柱の東西棟である。柱間寸法は 7尺前後 で

あるが一定 しない。出土遺物がな く時期不明であるが、方位は振れておらず SC

10010と 併存 した可能性 もある。 SX 10017は 異間 2間、柱間寸法 7尺 の東西棟で

あるが、桁行は不明である。北で約 4度東へ振れている。柱掘形はない。中央部

の柱穴から 9世紀の黒色土器が出上 した。

土壊 SK 10053 8B10000東端北側にある。凝灰岩切石・瓦を側石に転用 した

径 120 cm、 深 さ50 cmの 円形の上壊である。大極殿後殿・ 回廊の廃絶後 につ くられ

た水溜であろう。

井戸 SE 10074 SB 10000と S C 9144の とりつき部分の西にある。 一辺 ■5

m、 深さ 4.6mの井戸状土壊である。近世の井戸 と考え られ る。

遺 物

遺物には瓦・ 土器・埴輪・凝灰岩切石片がある。

瓦  出土 した軒瓦の内訳は別表のとおりである。 6225型 式の軒丸瓦が62%、

6663型式の軒平瓦が65%を 占め、 この両者が組み合 って大極殿後殿 と回廊 の軒

瓦の主体をなしていたことがわかる。 これは大極殿所用瓦とも一致する。そのほ

か、 6225-L型式軒丸瓦 2点 、鬼瓦 2点、隅木蓋瓦 1点 、面戸瓦 6点が出上 し
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ている。

土器  大極殿院の性格を反映 して土器の出土はきわめて少ない。 SB 10000

北側の整地上、 sx lo017・ 10027の 柱穴、南側の地覆石抜取 り、礫敷 SX 9145B

上面等から出上 している。土師器は30点 、須恵器は35点 ある。時期の判明するの

は12点で、土師器は平城宮土器Ⅲが 1点、Ⅳ～Vが 2点、Ⅶが 6点、須恵器はV

が 1点、Ⅳが 2点、 この他九世紀の黒色土器 1点 がある。

埴輪  埴輪は神明野古墳 SX 0249の 周濠堆積および埋土中から多 く出上 した。

26点 あ りすべて円筒埴輪である。

凝灰岩切石片

数出上 した。

ま と め

SB 10000南 側の地覆抜取りおよび北雨落溝附近を中心に多

今回の調査の結果、第 1次・ 113

院の規模・ 形式が明 らかになるとと

が判明 した。

下層掘立柱建物 建物の配置

次の調査結果 とあわせて、推定第 2次大極殿

もに、下層掘立柱建物が一院を形成すること

は第 7図 のようになる。 SB 9140を 正殿、

SB 10050を 後殿 とし、 SB 10050ゴ ヒ側柱にと

りつ く塀 SA 10048・ 10049・ 10051が両建物

を囲む (こ れを仮に大極殿院下層建物と呼ぶ )。

正殿と後殿 とは東西両端の柱筋をそろえる。

両建物の棟通りの間隔は80尺、塀の東西長は

240尺 である。 SB 9141・ 10034は脇殿の位

置にあるが、南北塀 SA 10048よ り時期が降

る。南北塀の一部を壊 して脇殿 を造ったのか

もしれない。大極殿院下層建物の外郭を画す

るものとして、内裏の南を画する塀 SA 7592

とそれにとりつ くSA 7593と がある。しか し、

この柱筋は大極殿院下層建物の柱筋とは一致 し

目
征
頻
編
半
下 軒丸瓦 (点数 ) 軒平瓦 (点数 )

I期
6279A
6284C

6643A (1)

Ⅱ 期

6225 (61)
6301C(1)
6308   (3)
6311  (10)
6313   (1)

6663    (72)

6664    (13)

6681D (1)
6685A (1)

Ⅲ 期

6133   (11)

6134A(2)
6282  (4)

6691A (4)
6694A (1)
6721    (4)
6732A (3)

Ⅳ 期

6725C  (1)
6726E  (1)
6761A (1)
6801A (5)

禾確定 6296   (3) 6704A (2)
言十 (98) (110)

第 132次調査 出土軒瓦一覧
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ない。大極殿院下層建物の造営尺は 1尺 =29.5～ 6 cmで あるが、脇殿 はほぼ 1尺

=30 cmで ある。

上層基壇建物  建物の配置は第 8図 のようになる。下層建物 よりやや南にずれ

て大極殿 SB 9150、 大極殿後殿 SB 10000が あり、後殿にとりつ く複廊 SC 10010

。10090・ 1010000102が めぐる。複廊の東西長は 410尺 、南北長は 296尺 であ

る。 SB 9150と SB 10000と は下層建物同様、東西両端の柱筋を等 しくする。SB

9150の 軸線は、東西軸はほぼ平城方位に一致するが、南北軸は SD 10020で 測

ると12分 ほど北へ振れる。造営尺は 1尺 =29,7～ 8 cmで ある。

造営時期  SB 10034の 柱板取 り穴から平城宮土器Ⅲの上器 と凝灰岩片とが

出土 した。 SB 10034の 廃絶が天平末年か ら天平勝宝以降であり、それが凝灰岩

を用いた建物の造営または廃絶に併行することを示す。 SB 10034は 大極殿院下層

建物より造営が遅れる。 SB 10034と 大極殿院 とは、 sB 10034と SB 9145と の

距離がやや近いという難点があるが、併存の可能性がないわけではない。また、

大極殿 院 の うち SB9150は 基壇拡張 の可能性があ る。SB 10000に ついて も

SC 9144の 拡張にともなって基壇外装を改作 している可能性が大きい。以上か ら

次のように時代区分できる。

Al期  大極殿院下層建物の時期。その造営期は内裏南限 の掘立柱塀 SA 7592、 そ

れにとりつ く南北塀 SA 7593の 造営に併行 し、和銅か ら養老年間にあたる。

A2期  脇殿 SB 9141・ 10034が造 られた時期。 Al以 降で天平年間までの 間。

B期  大極殿 院の時期。平城宮瓦編年第 Ⅱ期以降 に造営 され、 奈良時代後

期か ら末期まで存続する。造営の時期 は SB 10034廃 絶後とすれば天平勝宝年間

以降、併存するならばそれ以前 となる。 SB 10034は 大極殿院造営工事の末期、

または改作の頃に廃絶することになる。

C期  大極殿院廃絶後で、 SB 9152 0 10009が 造 られた時期。SB 10030は B期

後半か らC期 にかけて存在する。

今回の調査によって、以上のよ うな大
1極
殿院下属建物 と大極殿院との構成・ 規

模・変遷などが明 らかになった。 しか し、その造営の絶対年代の確定、大極殿院

南側の様相の究明など、今後に残 された課題 も少な くない。
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